
歌
人
・
加
藤
義
清
（
一
八
六
四
～
一
九
四
一
）
が
書
を
し
た
た
め
た
作
品
（
№
８
、
11
、
12
）
や
、

星
邨
自
筆
の
仮
名
書
作
品
（
№
13
）
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
で
は
以
下
、
特
筆
す
べ
き
い
く
つ

か
の
作
品
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
長
井
）

書
跡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
１
）　

藤
原
定
家
「
明
月
記
」
断
簡
（
№
１
）

　

藤
原
定
家
（
一
一
六
二
～
一
二
四
一
）
は
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
前
期
の
公
卿
、

歌
人
。
勅
撰
和
歌
集
「
新
古
今
和
歌
集
」「
新
勅
撰
和
歌
集
」
を
撰
し
た
ほ
か
、
歌
学
歌
論
や
古

典
研
究
の
面
に
も
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。
嫡
子
為
家
を
生
ん
だ
定
家
の
後
妻
は
、
伊
予
国
知

行
国
主
の
地
位
及
び
宇
和
荘
領
主
職
等
を
通
じ
て
伊
予
国
を
重
要
な
所
領
の
一
つ
と
し
て
い
た

西
園
寺
公
経
の
姉
で
あ
り
、ま
た
、為
家
の
妻
は
伊
予
国
守
護
・
宇
都
宮
頼
綱
の
娘
で
あ
っ
た（

1
）。

　

定
家
の
日
記
「
明
月
記
」
は
五
六
年
間
に
渡
る
克
明
な
日
記
で
、
大
部
分
は
冷
泉
家
時
雨
亭

文
庫
に
所
蔵
（
国
宝
）
さ
れ
て
い
る
が
、
原
本
の
一
部
は
早
く
か
ら
流
出
し
、
断
簡
、
掛
け
軸

な
ど
と
し
て
諸
家
に
分
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い（

2
）。
本
断
簡
は
、
先
学
の
所
在
調

査
で
は
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
新
出
の
原
本
資
料
で
あ
る
。

　

本
断
簡
は
軸
装
さ
れ
て
お
り
、
宮
内
庁
図
書
寮
御
用
掛
等
を
務
め
た
猪
熊
信
男
（
一
八
八
二

～
一
九
六
三
）
の
箱
書
が
あ
る
。
本
紙
は
縦
二
八
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
四
・
四
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
。
残
存
本
文
は
七
行
。
墨
界
は
無
い
。
料
紙
は
楮
。
右
端
は
紙
を
引
き
は
が
し
た
よ

は
じ
め
に 

― 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
概
要

　

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
度
、
当
館
で
は
愛
媛
県
西
宇
和
郡
伊
方
町
出
身
の
書
家
・
上
田
星

邨
（
一
八
九
六
～
一
九
八
八
）
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
書
画
二
四
点
に
つ
い
て
、
ご
遺
族
よ
り

寄
贈
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
公
家
・
歌
人
・
国
学
者
・
書
家
等
に
よ
る
鎌

倉
時
代
か
ら
昭
和
時
代
ま
で
の
書
作
品
及
び
星
邨
と
直
接
交
流
の
あ
っ
た
同
時
代
の
日
本
画
家

に
よ
る
絵
画
作
品
な
ど
、
幅
広
く
特
色
あ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
（
表
１
）。
特
に
注

目
す
べ
き
は
、
藤
原
定
家
の
日
記
「
明
月
記
」
断
簡
（
№
１
）
で
、
調
査
の
結
果
、
建
久
九
年

（
一
一
九
八
）
二
月
十
九
日
条
の
一
部
と
判
明
し
、
直
筆
の
新
出
資
料
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
加
え
て
、
約
四
〇
点
の
関
連
資
料
も
寄
贈
い
た
だ
い
た
。

　

星
邨
は
、は
じ
め
京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
（
現
・
京
都
市
立
芸
術
大
学
）
で
日
本
画
を
学
び
、

都
路
華
香
（
一
八
七
一
～
一
九
三
一
）
や
菊
池
契
月
（
一
八
七
九
～
一
九
五
五
）
に
師
事
し
た
。

そ
の
後
、
京
都
帝
国
大
学
教
授
だ
っ
た
国
文
学
者
・
吉
澤
義
則
（
一
八
七
六
～
一
九
五
四
）
に

師
事
し
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
頃
よ
り
ほ
ぼ
独
学
で
書
の
道
に
入
っ
た
。
戦
中
か
ら
戦
後

に
か
け
て
は
、「
古
今
和
歌
集
」「
和
漢
朗
詠
集
」「
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
」
な
ど
の
中
世
の
古

筆
・
料
紙
装
飾
の
研
究
者
と
し
て
も
活
動
し
、
多
く
の
論
考
を
残
し
て
い
る
。
戦
後
は
、
日
本

書
芸
院
、
日
本
書
道
美
術
院
、
読
売
書
法
展
の
審
査
員
を
つ
と
め
、
昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
）

に
は
平
安
書
道
会
の
第
五
代
副
会
長
に
就
任
し
た
。

　

な
お
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
収
集
し
た
書
画
以
外
に
も
、
こ
う
し
た
星
邨
の
経
歴
を
う
か

が
わ
せ
る
作
品
も
含
ま
れ
る
。
例
え
ば
、
自
ら
が
制
作
し
た
料
紙
に
、
師
事
し
た
吉
澤
義
則
や

　
 

上
田
星
邨
旧
蔵
の
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

土　
　

居　
　

聡　
　

朋

長　
　

井　
　
　
　
　

健

〔1〕
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う
な
痕
跡
が
あ
り
、
天
地
と
左
端
は
切
断
さ
れ
て
い
る
。

　
【
釈
文
】

　
（
前
欠
）

　

如
［　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

］

　

被
寄
御
車
之
間
、
取
御
劔
之
儀
同
不
似
存
、
是

　

吾
僻
事
歟
、
不
知
事
也
云
々
、

　

又
云
、
親
經
自
翌
日
出
仕
、
更
不
籠
居
、

　

公
國
又
籠
居
云
々
、
去
年
出
現
、
今
度

　

籠
居
是
何
故
乎
、
尾
籠
之
極
也
、

　

又
云
、
高
通
等
昇
殿
數
輩
相
加
云
々
、

　
（
後
欠
）　

　
【
箱
書
】

　
（
表
）
藤
原
定
家
卿
明
月
記
断
簡　
　

□
云
々

　
（
裏
）
定
家
卿
の
日
記
明
月
記
の
断
簡
に
し
て
世
に
こ
れ
を
記
録
切
と
い
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猪
熊
信
男
（
花
押
）
証
之

　

そ
の
内
容
か
ら
、
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
二
月
十
九
日
条
の
一
部
で
あ
り
、『
穠
翠
亭
神

戸
家
所
蔵
品
売
立
』（
大
正
一
三
年
四
月
九
日
、
名
古
屋
美
術
倶
楽
部
）
掲
載
の
「
国
基
書
状
」

の
紙
背
に
見
え
る
建
久
九
年
二
月
十
九
日
条
前
欠
断
簡
の
直
後
の
部
分
で
あ
る
こ
と
が
判
明

す
る（

3
）。
た
だ
し
本
断
簡
に
は
紙
背
文
書
は
無
い
。
右
端
及
び
上
部
の
一
部
の
紙
が
薄
く
欠
損

が
あ
り
、
相
剥
ぎ
に
よ
り
紙
背
文
書
が
切
り
離
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
わ
ず
か
に
墨
書

の
跡
が
見
受
け
ら
れ
る
の
も
、
か
つ
て
紙
背
文
書
が
存
在
し
た
こ
と
を
裏
付
け
る
。
尾
上
陽
介

氏
は
、『
明
月
記
』
原
本
の
様
式
を
大
き
く
三
種
に
分
け
て
お
り
、
建
久
七
年
か
ら
建
仁
二
年

（
一
二
〇
二
）
の
間
は
、
書
状
の
反
故
を
裏
返
し
て
再
利
用
し
罫
線
を
引
か
ず
に
そ
の
ま
ま
記
事

を
書
き
つ
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が（

4
）、
本
断
簡
も
同
様
の
様
式
で
あ
る
。

　

本
断
簡
は
後
鳥
羽
上
皇
の
石
清
水
八
幡
宮
等
御
幸
に
関
す
る
近
衛
府
の
諸
氏
の
動
向
、
藤
原

親
経
、
藤
原
公
國
、
藤
原
高
通
ら
の
出
仕
等
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
。
本
文
は
従
来
か
ら
写

本
で
知
ら
れ
て
い
る
も
の
と
同
文
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
内
容
的
に
歴
史
的
な
新
知
見
は
見
ら

れ
な
い
が
、
後
鳥
羽
上
皇
の
石
清
水
八
幡
宮
か
ら
鳥
羽
殿
へ
の
御
幸
時
の
状
況
に
係
る
こ
れ
ま

で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
明
月
記
原
本
の
一
部
が
今
回
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
誠
に
貴
重
で
あ

り
、
ま
た
定
家
様
の
書
跡
が
確
認
で
き
る
こ
と
も
価
値
が
高
い
。

　

な
お
、
本
書
跡
の
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
調
査
主
任　

藤
本
孝
一
氏
及

び
東
京
大
学
史
料
編
纂
所　

尾
上
陽
介
氏
・
井
上
聡
氏
か
ら
ご
教
示
を
得
た
。

（
２
）　
『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
一
断
簡
（
№
2
）

　
「
古
今
和
歌
集
」
巻
十
一
、
恋
歌
一
、五
五
〇
・
五
五
一
番
歌
。
軸
装
、
紙
本
墨
書
。
本
紙
は
縦

二
三
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
五
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
五
五
〇
番
歌
の
頭
右
肩
等
に
朱
合

点
を
施
す
。

　
　
【
釈
文
】（
／
は
本
紙
の
改
行
部
分
）

　

あ
は
ゆ
き
の　

た
ま
れ
は
か
て
に　

く
た
け
つ
　ゝ

わ
か
物
思
の　

し
け
き
こ
ろ
か
／
な

　

お
く
や
ま
の　

す
か
の
ね
し
の
き　

ふ
る
ゆ
き
の　

け
ぬ
と
か
い
は
む　

こ
ひ
／
の
し
け
き

　

／
に

　

伝
承
筆
者
や
ツ
レ
も
不
明
で
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
後
期
～
室
町
時
代
前
期
の
写
本
と
み
な
せ

る
と
の
指
摘
を
受
け
て
い
る（

5
）。
時
期
の
古
い
『
古
今
和
歌
集
』
写
本
断
簡
の
一
つ
と
し
て
貴

重
で
あ
る
。

（
３
）　

夏
目
漱
石
五
言
絶
句
（
№
10
）

　

夏
目
漱
石
（
一
八
六
七
～
一
九
一
六
）
は
、
近
代
日
本
の
作
家
。
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）

帝
国
大
学
英
文
科
卒
業
後
、
同
二
八
年
四
月
に
愛
媛
県
の
松
山
中
学
に
赴
任
、
第
五
高
校
の
教

〔2〕
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師
を
経
て
ロ
ン
ド
ン
へ
留
学
。
帰
国
後
、
東
大
講
師
と
な
る
。『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
に
よ
っ
て

文
壇
に
登
場
後
、
明
治
三
九
年
に
松
山
中
学
時
代
の
経
験
を
下
敷
き
と
し
た
『
坊
つ
ち
や
ん
』

を
発
表
。
四
〇
年
朝
日
新
聞
に
入
社
し
専
属
作
家
と
な
っ
た
。『
三
四
郎
』『
そ
れ
か
ら
』『
門
』
な

ど
の
ほ
か
、
大
病
を
経
て
『
こ
ゝ
ろ
』『
道
草
』『
明
暗
』
な
ど
の
作
品
を
残
し
た
。
そ
の
一
方
、

伝
統
的
な
漢
文
教
育
を
受
け
素
養
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
大
学
予
備
門
で
の
正
岡
子
規
と
の
交
流

が
契
機
と
な
り
、
松
山
中
学
赴
任
前
か
ら
漱
石
が
没
す
る
大
正
五
年
ま
で
二
百
首
を
超
え
る
漢

詩
を
残
し
、
高
い
評
価
を
得
て
い
る（

6
）。

　

本
品
は
軸
装
さ
れ
て
お
り
、
本
紙
は
絖
本
、
縦
四
一
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
八
・
二
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

　
【
釈
文
】（
／
は
本
紙
の
改
行
部
分
）

　

隔
水
東
西
住

　

閑
／
雲
往
也
還

　

東
家
／
松
籟
起

　

西
屋
竹
／
珊
々

　
　
　
　
　
　
　
　

題
自
畫　

漱
石
（
印
）

　

漱
石
の
漢
詩
は
二
〇
八
首
が
『
定
本　

漱
石
全
集　

第
一
八
巻　

漢
詩
文
』（

7
）
に
収
録
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
№
一
二
七
に
該
当
。「
自
画
に
題
す
」
と
あ
る
と
お
り
、
も
と
は
漱
石
自

筆
の
絵
に
添
え
ら
れ
た
詩
文
で
あ
る
。『
全
集
』
に
よ
れ
ば
、
自
筆
の
書
が
三
種
知
ら
れ
て
い
る

ほ
か
、大
正
五
年
初
夏
と
推
定
さ
れ
る
手
帳
に
も
筆
記
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、本
作
品
は
『
全
集
』

に
は
未
所
収
の
新
出
資
料
で
あ
る
。

　
『
全
集
』
で
は
№
一
二
七
を
大
正
四
年
四
月
の
作
と
す
る
。
本
作
で
は
「
閑
雲
」
と
な
っ
て
い

る
部
分
が
、『
全
集
』
で
知
ら
れ
る
三
種
の
書
で
は
「
白
雲
」
と
な
っ
て
い
る
。
同
書
の
訳
注
に

よ
れ
ば
、
大
正
五
年
初
夏
と
推
定
さ
れ
る
手
帳
に
は
「
閑
雲
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
、
本

作
品
と
一
致
す
る
。
た
だ
し
『
全
集
』
に
よ
れ
ば
、
手
帳
で
は
「
復
」
と
な
っ
て
い
る
部
分
が
、

本
作
で
は
既
知
三
種
の
書
と
同
じ
「
也
」
と
な
っ
て
お
り
、
本
作
は
大
正
五
年
の
手
帳
の
文
言

と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
お
、
本
作
の
落
款
印
「
漱
石
」
は
、
神
奈
川
近

代
文
学
館
が
漱
石
中
期
の
水
彩
画
的
日
本
画
か
ら
「
秋
景
山
水
図
」（
同
館
蔵
）
を
は
じ
め
と
す

る
晩
年
の
南
画
風
の
作
品
ま
で
数
多
く
の
書
画
の
落
款
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
す
る
（
8
）
印
で
あ

る
が
、
本
作
品
で
は
誤
っ
て
右
横
向
き
に
捺
さ
れ
て
い
る
。

　

黒
田
眞
美
子
氏
は
、
漱
石
の
現
存
す
る
漢
詩
を
四
期
に
分
け
て
い
る（

9
）
が
、
本
作
品
の
制
作

時
期
と
目
さ
れ
る
漱
石
晩
年
の
大
正
四
年
四
月
～
五
年
初
夏
頃
は
、
同
氏
の
分
類
に
よ
る
第
三

期
「
南
画
趣
味
時
代
」（
明
治
四
五
年
五
月
～
大
正
五
年
春
）
の
末
期
に
相
当
す
る
。
大
正
四
年

三
月
、
京
都
旅
行
の
際
に
胃
潰
瘍
で
倒
れ
、
同
四
年
六
月
か
ら
九
月
ま
で
「
道
草
」
を
連
載
、

大
正
五
年
一
月
に
は
湯
河
原
に
転
地
し
、
大
正
五
年
五
月
か
ら
「
明
暗
」
の
執
筆
が
開
始
さ
れ

る
時
期
に
あ
た
る
。

　

な
お
、
本
作
品
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
新
宿
区
立
漱
石
山
房
記
念
館
の
ご
協
力
を
得
た
。

（
土
居
）

絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
１
）
都
路
華
香
（
№
15
、
16
）

　

華
香
は
、
京
都
の
生
ま
れ
。
九
歳
で
四
条
派
の
幸
野
楳
嶺
（
一
八
四
四
～
九
五
）
に
入
門
し
、

菊
池
芳
文
、
竹
内
栖
鳳
、
谷
口
香
嶠
と
と
も
に
「
楳
嶺
門
下
の
四
天
王
」
と
称
さ
れ
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
展
覧
会
で
活
躍
す
る
一
方
、
教
育
者
と
し
て
も
近
代
京
都
画
壇
の
隆
盛
を
支
え
た
。
明

治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
の
文
展
開
設
に
あ
た
り
第
一
回
展
か
ら
出
品
、大
正
八
年
（
一
九
一
九
）

の
帝
展
改
組
後
は
、
審
査
員
を
つ
と
め
た
。
四
条
派
の
画
風
を
基
盤
に
、
建
仁
寺
の
黙
雷
禅
師

に
参
禅
し
て
得
た
精
神
性
を
交
え
、
新
技
法
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
そ
の
画
風
は
、
近
年
は

ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
海
外
に
も
コ
レ
ク
タ
ー
が
多
い（

10
）。

　

華
香
は
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
の
嘱
託
講
師
と
な
っ

て
以
降
、
教
諭
、
教
授
を
経
て
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
は
同
校
校
長
に
命
じ
ら
れ
た
。

星
邨
は
同
校
で
華
香
に
学
ん
で
お
り
、
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
る
華
香
作
品
二
点
は
、
本
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人
か
ら
直
接
譲
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。《
水
墨
山
水
図
》（
№
15
）
に
お
け
る
円
窓
形
の
縁
取

り
、
た
ら
し
こ
み
風
の
水
墨
技
法
、
細
か
な
小
波
の
表
現
、
ま
た
《
曙
雲
群
鴉
図
》（
№
16
）
の

色
面
の
広
が
り
で
示
す
雲
の
表
現
、
群
れ
飛
ぶ
鳥
の
モ
チ
ー
フ
は
、
明
治
末
期
～
大
正
初
期

（
一
九
一
〇
年
代
）
に
多
く
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
二
点
も
同
時
期
の
作
と
推
測
さ
れ
る
。
星
邨

の
在
学
中
に
入
手
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

（
２
）
真
野
暁
亭
（
№
17
～
23
）

　

暁
亭
（
一
八
七
四
～
一
九
三
四
）
は
、
東
京
の
生
ま
れ
。
十
一
歳
で
河
鍋
暁
斎
（
一
八
三
一

～
一
八
八
九
）
に
入
門
、父
も
暁
斎
の
門
人
で
あ
っ
た
。
飯
島
虚
心
著
『
河
鍋
暁
斎
翁
伝
』
で
は
、

暁
斎
没
後
は
久
保
田
米
僊
（
一
八
五
二
～
一
九
〇
九
）
に
師
事
し
た
と
伝
え
る
。
明
治
二
十
七

年
（
一
八
九
四
）
の
第
九
回
日
本
絵
画
協
会
・
第
四
回
日
本
美
術
院
連
合
絵
画
共
進
会
で
《
祇

王
祇
女
》
が
二
等
褒
状
を
受
賞
。
そ
の
後
も
展
覧
会
へ
の
出
品
を
重
ね
る
。
画
業
初
期
は
、
暁

斎
を
踏
襲
し
た
奇
抜
な
作
品
も
見
ら
れ
る
が
、
東
洋
画
の
伝
統
に
則
っ
た
画
題
が
多
く
、
も
の

静
か
だ
っ
た
と
い
う
人
柄
を
示
す
よ
う
に
、
静
寂
さ
の
漂
う
洗
練
を
み
せ
る
作
品
を
手
掛
け
て

い
る
。

　

な
お
、
次
男
の
真
野
満
（
一
九
〇
一
～
二
〇
〇
一
）
は
、
星
邨
と
は
京
都
市
立
絵
画
専
門
学

校
の
同
級
生
に
あ
た
り
、
星
邨
は
こ
の
縁
で
、
暁
亭
の
娘
（
満
の
妹
）
と
結
婚
し
て
い
る
。
同

校
卒
業
後
は
、
安
田
靫
彦
に
師
事
し
、
院
展
で
活
動
。
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
始
ま
っ

た
法
隆
寺
金
堂
壁
画
の
模
写
事
業
に
参
加
、
中
村
岳
陵
の
班
で
５
号
壁
を
担
当
し
た
こ
と
で
も

知
ら
れ
る
。

　

本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
る
暁
亭
作
品
七
点
は
、
い
ず
れ
も
瀟
洒
淡
泊
な
小
品
で
は
あ
る

が
、
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館
所
蔵
の
一
連
の
作
品
と
も
画
題
・
作
風
も
通
じ
て
お
り
、
小
気
味

よ
い
筆
さ
ば
き
は
暁
亭
独
自
の
も
の
で
あ
る
（
11
）。
結
婚
後
、
親
族
と
な
っ
た
縁
で
暁
亭
本
人
か

ら
譲
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
、
親
密
な
関
係
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
長
井
）

結
び

　

以
上
、
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
日
本
書
道
史
上
貴
重
な
資
料
が
含
ま
れ
て
お
り
、
当
館
に
お
け

る
書
・
文
学
関
係
の
収
蔵
作
品
・
資
料
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
一
体
的
に
活
用
し
う
る
内
容
を

持
つ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
本
県
出
身
の
作
家
に
よ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
収
集
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

書
家
で
あ
り
研
究
者
で
も
あ
る
上
田
星
邨
そ
の
人
の
再
評
価
に
も
繋
が
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

今
回
あ
わ
せ
て
寄
贈
い
た
だ
い
た
関
連
資
料
の
中
に
も
、
現
時
点
で
は
制
作
年
代
や
筆
者
が
断

定
で
き
な
い
ま
ま
の
も
の
が
あ
る
。
今
後
も
継
続
し
て
調
査
を
行
い
、
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
評

価
や
位
置
づ
け
を
さ
ら
に
高
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

（
長
井
）

註（
１
） 

西
園
寺
氏
と
伊
予
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
石
野
弥
栄
「
西
園
寺
氏
の
伊
予
下
向
土
着
の
前
提
に
つ
い
て
‐
西

園
寺
氏
の
勢
力
基
盤
‐
」
『
伊
予
史
談
』
二
六
七
、
伊
予
史
談
会
、
一
九
八
七
年
参
照
。
宇
都
宮
氏
と
伊
予
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
土
居
聡
朋
「
伊
予
宇
都
宮
氏
の
成
立
と
展
開
」
市
村
高
男
編
『
中
世
宇
都
宮
氏
の
世
界
：

下
野
・
豊
前
・
伊
予
の
時
空
を
翔
る
』
彩
流
社
、
二
〇
一
三
年
を
参
照
。

（
２
） 

①
「『
明
月
記
』
原
本
及
び
原
本
断
簡
一
覧
」
（
『
明
月
記
研
究
提
要
』
所
収
、
八
木
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
、

②
尾
上
陽
介
『
断
簡
・
逸
文
・
紙
背
文
書
の
蒐
集
に
よ
る
「
明
月
記
」
原
本
の
復
元
的
研
究
』
（
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
研
究
成
果
報
告
二
〇
一
二
‐
七
）
、
二
〇
一
三
年

（
３
） 

註
（
２
）
②
、
尾
上
陽
介
氏
及
び
井
上
聡
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
４
） 

尾
上
陽
介
『
中
世
の
日
記
の
世
界
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年

（
５
） 

藤
本
孝
一
氏
及
び
伊
井
春
樹
氏
に
本
資
料
を
実
見
い
た
だ
き
、
所
見
を
得
た
。

（
６
） 

吉
川
幸
次
郎
『
漱
石
詩
注
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年

（
７
） 

夏
目
金
之
介
『
定
本　

漱
石
全
集　

第
一
八
巻　

漢
詩
文
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
。
以
下
『
全
集
』
と
い
う
。

（
８
） 

神
奈
川
近
代
文
学
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
夏
目
漱
石
デ
ジ
タ
ル
文
学
館
」
印
章
の
部
、
同
館
資
料
番
号
八
一
〇
／

二
五
四

（
９
） 
黒
田
眞
美
子
「
夏
目
漱
石
の
中
国
文
学
需
要
：
南
画
趣
味
時
代
の
漢
詩
を
中
心
と
し
て
」
（
上
篇
・
下
篇
）

『
日
本
文
学
誌
要
』
九
五
号
・
九
六
号
、
二
〇
一
七
年

（
10
） 

『
都
路
華
香
展
』
図
録
、
京
都
国
立
近
代
美
術
館
、
笠
岡
市
竹
喬
美
術
館
、
二
〇
〇
六
～
七
年

（
11
） 

『
日
光
を
め
ぐ
る
画
家　

河
鍋
暁
斎
と
門
人
た
ち　

真
野
暁
亭
を
中
心
に
』
図
録
、
小
杉
放
菴
記
念
日
光
美
術

館
、
二
〇
〇
一
年

〔4〕

愛媛県美術館紀要　第19号（2020）



№ 作家名（生没年） 作品名 制作年 材質技法 寸　法
（縦×横／cm）

1
藤原定家 

（1162 [応保2]−1241 [仁治2]）
「明月記」断簡　建久9年2月19日条 鎌倉時代・建久9年（1198） 紙本墨書・軸 28.5×14.4

2 作者不詳 「古今和歌集」巻十一断簡（あはゆきの）鎌倉時代後期〜室町時代前期 紙本墨書・軸 23.6×5.7

3
近衛基熙 

（1648 [慶安元]−1722 [享保7]）
消息 江戸時代中期 紙本墨書・軸 31.0×44.5

4
太宰春台 

（1680 [延宝8]−1747 [延享4]）
七言絶句 江戸時代中期 紙本墨書・軸 124.4×48.3

5
江馬天江 

（1825 [文政8]−1901 [明治34]）
蘭自画賛 明治時代 絹本墨画墨書・軸 17.8×14.9

6
日下部鳴鶴 

（1838 [天保9]−1922 [大正11]）
七言絶句 明治−大正時代 紙本墨書・軸 130.5×52.1

7
阪正臣 

（1855 [安政2]−1931 [昭和6]）
和歌　ひとむらの 明治時代 紙本墨書・軸 132.1×30.1

8
加藤義清 

（1864 [元治元]−1941 [昭和16]）
和歌懐紙（上田星邨料紙） 昭和時代初期 紙本墨書・軸 35.2×46.5

9
長尾雨山 
1864 [元治元]−1942 [昭和17]）

七言絶句 昭和14年（1939） 紙本墨書・軸 131.3×32.6

10
夏目漱石 

（1867 [慶応3]−1916 [大正5]）
五言絶句 大正4−5年（1915−16）頃 紙本墨書・軸 41.1×28.2

11
吉澤義則 

（1876 [明治9]−昭和29 [1954]）
和歌　いなつまの（上田星邨料紙） 昭和時代初期 紙本墨書・軸 29.1×38.0

12
吉澤義則 

（1876 [明治9]−昭和29 [1954]）
和歌　ゆふくれの（上田星邨料紙） 昭和時代初期 紙本墨書・軸 17.8×14.7

13
上田星邨 

（1887 [明治20]−1988 [昭和63]）
万葉集　山部赤人の歌（自作料紙） 昭和時代 紙本墨書・額 20.3×123.0

14
立林何帠 

（生没年不詳）
朝顔図 江戸時代中期 絹本着色・軸 88.1×30.6

15
都路華香 

（1871 [明治3]− 1931 [昭和6]）
水墨山水図 明治時代後期−大正時代 紙本墨画・軸 39.7×46.1

16
都路華香 

（1871 [明治3]−1931 [昭和6]）
曙雲群鴉図 明治時代後期−大正時代 紙本淡彩・軸 118.8×30.7

17
真野暁亭 

（1874 [明治7]−1934 [昭和9]）
班女図 明治時代後期−大正時代 紙本墨画淡彩・軸 126.1×33.2

18
真野暁亭 

（1874 [明治7]−1934 [昭和9]）
童子逍遥図 明治時代後期−大正時代 紙本墨画淡彩・軸 134.4×33.2

19
真野暁亭 

（1874 [明治7]−1934 [昭和9]）
羅漢図 明治時代後期−大正時代 紙本墨画淡彩・軸 133.6×33.2

20
真野暁亭 

（1874 [明治7]−1934 [昭和9]）
化生水鏡図 明治時代後期−大正時代 紙本墨画淡彩・軸 125.8×30.3

21
真野暁亭 

（1874 [明治7]−1934 [昭和9]）
鼈図 明治時代後期−大正時代 紙本墨画淡彩・軸 120.1×32.5

22
真野暁亭 

（1874 [明治7]−1934 [昭和9]）
唐美人図 明治時代後期‐大正時代 紙本墨画淡彩・軸 116.3×30.0

23
真野暁亭 

（1874 [明治7]−1934 [昭和9]）
釣童図 明治時代後期−大正時代 紙本墨画淡彩・軸 116.5×29.9

24
草刈樵谷 

（1892 [明治25]−1993 [平成5]）
風帆遠望図 昭和時代 紙本墨画淡彩・軸 41.2×33.5

表１　上田星邨コレクション一覧
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№
１　

藤
原
定
家
『
明
月
記
』
断
簡　

建
久
九
年
二
月
十
九
日
条



〔7〕

上田星邨旧蔵の書画コレクションについて

№
２　
『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
一
断
簡
（
あ
は
ゆ
き
の
）

№
３　

近
衛
家
熙
《
消
息
》

№
４　

太
宰
春
台
《
七
言
絶
句
》

№
７　

阪
正
臣
《
和
歌　

ひ
と
む
ら
の
》

№
５　

江
馬
天
江
《
蘭
自
画
賛
》

№
６　

日
下
部
鳴
鶴
《
七
言
絶
句
》

№
８　

加
藤
義
清
《
和
歌
懐
紙
》（
上
田
星
邨
料
紙
）
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№
10　

夏
目
漱
石
《
五
言
絶
句
》
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№
９　

長
尾
雨
山
《
七
言
絶
句
》

№
11　

吉
澤
義
則

　
　
　
《
和
歌　

い
な
つ
ま
の
》

　
　
　
（
上
田
星
邨
料
紙
）

№
12　

吉
澤
義
則

　
　
　
《
和
歌　

ゆ
ふ
く
れ
の
》

　
　
　
（
上
田
星
邨
料
紙
）

№
13　

上
田
星
邨

　
　
　
《
万
葉
集　

山
部
赤
人
の
歌
》

　
　
　
（
自
作
料
紙
）

№
14　

立
林
何
帠
《
朝
顔
図
》

№
15　

都
路
華
香
《
水
墨
山
水
図
》

№
16　

都
路
華
香
《
曙
雲
群
鴉
図
》
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№
17　

真
野
暁
斎
《
班
女
図
》

№
18　

真
野
暁
斎
《
童
子
逍
遥
図
》

№
19　

真
野
暁
斎
《
羅
漢
図
》

№
20　

真
野
暁
斎
《
化
生
水
鏡
図
》

№
21　

真
野
暁
斎
《
鼈
図
》

№
22　

真
野
暁
斎
《
唐
美
人
図
》

№
23　

真
野
暁
斎
《
釣
童
図
》

№
24　

草
刈
樵
谷
《
風
帆
遠
望
図
》


